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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 申請者は、細胞外の化学物質の刺激を細胞内部に伝える受容体と細胞内シグナル伝達分子である三量体 G タンパク
質の動態を分子１個のレベルで解析するために細胞内１分子動態解析法を開発した。この解析法を走化性情報処理に
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現象はこの考えに再考を迫るものである。G タンパク質は視覚や嗅覚、免疫、神経伝達などの様々な生理現象で働い
ており、本論文で明らかにされた G タンパク質の動態は他の細胞種でも普遍的にみられる可能性のある重要な結果で
ある。申請者が開発した細胞内１分子動態解析法はオリジナリティが高く、他の研究にも応用可能な有用なものであ
る。以上の理由により、本論文は博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
